
↑受賞作で詠われた軽トラックの前で賞状を手にする篠嵜さん
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石
碑
除
幕
式　
　
　
　
（
う
ず
し
お
パ
ー
ク
）

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
戦
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
駐
車
場
）

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
閉
幕
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
）

認
定
農
業
者
交
付
式　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

長
島
の
森
林
づ
く
り
推
進
協
議
会
設
立
総
会（
役
場
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
摩
振
興
推
進
協
議
会
監
査　
　
（
役
場
）

鹿
児
島
県
離
島
振
興
協
議
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

離
島
セ
ン
タ
ー
監
事
会　
　
　
　
（
東
京
都
）

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

立
石
港
竣
工
式　
　
　
　
　
　
　
（
獅
子
島
）

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

町
議
会
臨
時
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

農
地
海
岸
保
全
協
会
総
会

県
肉
用
牛
振
興
協
議
会

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
実
行
委
員
会
定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

６
月
補
正
町
長
査
定　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
民
ゴ
ル
フ
大
会　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

県
森
林
整
備
公
社
監
査　
　
　

観
光
か
ご
し
ま
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議

会
通
常
総
会　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
森
林
整
備
公
社
理
事
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
広
域
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

県
水
道
協
会
理
事
会
・
通
常
総
会
・
水
道
整

備
促
進
大
会　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
通
常
総
代
会（
出
水
市
）

鹿
児
島
県
農
業
集
落
排
水
事
業
連
絡
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会（
阿
久
根
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
商
工
会
通
常
総
会　
　
　
　
（
鷹
巣
）

出
水
駅
蔵
之
元
港
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
促

進
協
議
会
監
査　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
漁
港
漁
場
協
会
通
常
総
会
・
懇
談
会（
鹿
児
島
市
）

北
薩
地
域
水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
協
議
会

北
薩
摩
振
興
推
進
協
議
会
総
会

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会
・
情
報
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

町
長
相
談

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
建
友
会
総
会　
　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

５月

唄
鳴
ら
し
ゆ
け
ば
笑
顔
の
人
待
ち
ぬ
こ
の
佳
き
仕
事
移
動
鮮
魚
は

【
受
賞
作
】

　

南
日
本
新
聞
読
者
文
芸
欄
「
南
日

歌
壇
」
の
年
間
最
優
秀
賞
で
あ
る
平

成
30
年
度
南
日
歌
壇
賞
の
年
度
賞
を

篠
嵜
峰
子
さ
ん
（
薄
井
）
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　

篠
嵜
さ
ん
は
週
に
５
日
、
軽
ト
ラ

ッ
ク
で
町
内
や
出
水
市
、
阿
久
根
市

な
ど
に
出
向
く
移
動
鮮
魚
販
売
に
従

事
し
、
作
る
短
歌
も
自
ら
の
仕
事
の

内
容
が
多
く
を
占
め
ま
す
。「
軽
ト

ラ
ッ
ク
で
向
か
え
ば
、
み
ん
な
が
に

こ
に
こ
し
て
待
っ
て
く
れ
て
い
る
。

嬉
し
い
気
持
ち
と
責
任
感
を
覚
え

て
、
自
分
の
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ
が

身
に
染
み
た
こ
と
を
歌
に
し
た
」
と

受
賞
作
が
生
ま
れ
た
背
景
を
話
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
読
書
や
作
文

が
好
き
で
、
短
歌
は
学
校
の
授
業
で

面
白
い
と
感
じ
て
少
し
ず
つ
作
っ
て

い
ま
し
た
。
８
年
前
か
ら
南
日
歌
壇

に
投
稿
を
開
始
。
南
日
歌
壇
賞
は
３

度
の
佳
作
を
経
て
、
今
回
の
年
度
賞

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。「
話
し
好
き

も
あ
り
、
俳
句
よ
り
も
文
字
数
が
多

い
短
歌
が
好
き
。
後
半
の
七
・
七
の

部
分
で
伝
え
た
い
思
い
を
込
め
る
こ

と
が
で
き
る
」と
自
己
分
析
し
ま
す
。

日
中
は
仕
事
の
た
め
、
作
品
作
り
は

主
に
夜
に
行
い
ま
す
が
、
仕
事
中
の

気
持
ち
や
思
い
浮
か
ん
だ
言
葉
は
忘

れ
な
い
よ
う
に
そ
の
場
で
メ
モ
を
取

り
、
自
宅
で
見
返
し
ま
す
。

　
「
受
賞
で
き
た
こ
と
に
感
謝
。
こ

れ
か
ら
も
仕
事
と
短
歌
を
両
立
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
篠
嵜
さ
ん
は
意
欲

を
示
し
ま
し
た
。

仕事の素晴らしさ詠う
篠嵜さんが南日歌壇賞受賞
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